
環境経営レポート 

２０２２年度版 
（対象期間：２０２２年 ３月 ～ ２０２３年 ２月） 

（作成日 ２０２３年 ４月２８日） 

株式会社 鶴元製作所



１．事業内容 

ベンチレーター、排煙装置、採光、換気システム、金属金物の設計製作 

２．会社概要 

事業者名         株式会社 鶴元製作所 

所在地 

 本社、本社工場    福岡県北九州市小倉南区新曽根１番８号 

 蒲生工場（休止中）  福岡県北九州市小倉南区蒲生 3-2-7 

連絡先           ＴＥＬ：（０９３）４７３－１９２２ 

                ＦＡＸ：（０９３）４７３－３６４７ 

                Ｅ－Ｍａｉｌ： info@tsurumoto.co.jp 

                Ｗｅｂ：http//www.tsurumoto.co.jp 

資本金         １０００万円 

代表取締役      鶴元清一郎 

創立年月日      昭和３７年 ３月 

環境管理責任者   鶴元大三郎 

環境管理担当者   下薗義生 

事業規模      事業年度 ３月１日 ～ 翌年 ２月末 

事業規模 単位 ２０２１年度 ２０２２年度 

主要製品生産量 ｔ １８９．３１ ２０２．５１ 

売上高 百万円 ３２３．６６ ３３５．６６ 

従業員 人 ２２ ２３ 

床面積 ㎡ １４５４ １４５４ 

３．対象範囲 

全社、全事業活動 



４．環境経営方針 

【基本理念】 

株式会社鶴元製作所は事業活動を遂行するにあたり地域社会への環境を考慮し、 

省資源・省エネルギ－の視点から環境にやさしい作業改善を行い品質第一の徹底、 

低価格で、お客様に満足と信頼を提供致します。 

【行動指針】 

１．環境負荷の削減目標を定め継続的な環境保全に取組みます。

２．当社が事業活動を行う上で以下のことに取組みます。 

（１）二酸化炭素（C02）排出量の削減（電力、自動車燃料） 

（２）廃棄物排出量の削減 

（３）排水量の削減（一般水の節水） 

（４）化学物質使用量の削減 

（５）事務用品資材のリサイクル及びグリーン購入の推進 

（６）環境に配慮した製品及びサービスの販売・提供に努める 

３．環境関連法規を厳守し地域社会との調和に努めます。 

４．環境教育の実施 

（１）社員の環境教育を必要に応じて実施し、環境への意識向上を図り自ら責任を 

持って環境保全活動が出来るレベルの向上を図る。 

（２）この環境経営方針を各部門に掲示すると共に環境保全活動の取組みを要請し、 

会議等を利用し、全社員に周知徹底する。 

５．環境改善活動取組み状況を公開致します。 

                   ２０１８年 ３月 １日 改訂 

                      代表取締役          



５．組織図 
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品質管理課 



６．実施体制 

役割分担表 

所    属 役割・責任・権限 

代表取締役 全体の総括、環境経営方針の設定、環境への取組を実施する為の、資源の準備、環

境経営目標達成状況及び、環境経営計画の実行状況を審議し、全体の評価と見直し

をする。 

環境管理責任者 全体の把握、環境運営システムを構築し、その状況を社長に報告する。 

ＥＡ２１委員会 1 回/月開催し、環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実行状況を審議す

る。（全体会議） 

ＥＡ２１事務局 ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理。 

本社事務所 電力、水消費量、廃棄物の排出量、車燃料（ガソリン、軽油）、灯油消費量の管理。 

環境管理責任者連絡先 

TEL 093-473-1922、FAX 093-473-3647  E-mail：daisaburo.t@tsurumoto.co.jp 
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ＥＡ２１委員会 

環境管理責任者 

代表取締役 

ＥＡ２１事務局 



７．環境経営目標 

項    目 基準値 
（基準年度） 

２０２２年度 
(2022 年 3 月～2023 年 2 月)

２０２３年度 
(2023 年 3 月～2024 年 2 月)

２０２４年度 
(2024 年 3 月～2025 年 2 月)

① 二酸化炭素排出量の削減 
単位：kg- CO2/工場稼働時間 h×人数 

2017 年実績 
１．８４ １．７５ 

（－5％）

１．７３ 
（－6％）

１．７１ 
（－7％）

② 廃棄物排出量の削減 
単位：ton/売上百万円 

2013 年実績 
０．０６０ ０．０５５ 

（－9％）

０．０５４ 

（－10％）

０．０５３ 

（－11％）

③ 排水量の削減 
単位：㎥/人 

2013 年実績 
０．８４ ０．７６ 

（－9％）

０．７６ 
（－10％）

０．７５ 
（－11％）

④ 化学物質使用量の削減（上限値として設定する）
単位：kg/売上百万円 

2013 年実績 
（ｎ－ヘキサンは 2017 年実績）

1）エチルベンゼン ２．９２ ２．９２ ２．９２ ２．９２ 

2）キシレン ３．６３ ３．６３ ３．６３ ３．６３ 

3）ホルムアルデヒド ０．０１ ０．０１ ０．０１ ０．０１ 

4）1,3,5-トリメチルベンゼン ０．０４ ０．０４ ０．０４ ０．０４ 

5）トルエン ０．９９ ０．９９ ０．９９ ０．９９ 

6)クメン ０．０１ ０．０１ ０．０１ ０．０１ 

7)1,2,4-トリメチルベンゼン ０．１０ ０．１０ ０．１０ ０．１０ 

8)ｎ-ヘキサン ０．０４ ０．０４ ０．０４ ０．０４ 

⑤ 事務用品資材のリサイクル及びグリーン購入の推進 

単位：%(再生紙枚数/総枚数) 
 コピー用紙の再生紙への転換 

2010 年実績 
４．８ １７．０ １８．０ １９．０ 

⑥ 環境に配慮した製品の販売・提供 
単位：㎡ 

2010 年実績 16% 17% 18% 

1）採光装置の販売量 ６２８．５０ ７２９．０６ ７３５．３５ ７４１．６３ 

２）自然換気装置の販売量 ８９９．７９ １０４３．７６ １０５２．７５ １０６１．７５ 

３）無電力コンベア（台） ２０２０年実績 
１５７

2% 
１６０ 

3% 
１６２ 

4% 
１６３ 

※化学物質使用量については、客先指定によるもので変更が難しいため上限値として設定する。 

※2013 年度の九州電力(株) 実排出係数 0.000613t- CO2／kWh を使用しています。 



８．環境経営活動の取組みと評価及び次年度の取組み 
取組項目 期間 基準値 

（基準年度） 
２０２２年度 目標達

成評価

活動項目 達成
状況

取組結果の評価 
目標 実績 

① 二酸化炭素排出量の削減 
単位：kg- CO2/工場稼働時間h×人数 
二酸化炭素総排出量（単位：kg- CO2） 

通年 2017年実績 
１．８４ 
９４８８８．６ 

１．７５ １．３４ 
７７９６３．３０

○ 
・下記参照  各ｽｲｯﾁに責任者の名前を表示し、不要時の遮断や消灯は出来てお

り、活動については、浸透していると感じる。目標値も達成しており

指標を見直したことで事業形態に沿った評価が出来ていると感じ

る。（工場稼働時間h×従業員数など）。 
1）電気使用量の削減 
単位：kWh/工場稼働時間h×人数 

通年 2017年実績 
２．０７ １．９７ １．５３ ○ 

・ｴｱｺﾝの適温化 
・電力不要時の遮断、消灯 
・空調器の定期的な清掃、交換 

◎ 
〇 
○ 

2）ｶﾞｿﾘﾝ、軽油使用量の削減 
単位：L/売上百万円 

通年 2013年実績 
２６．６３ ２４．２３ １３．８４ ○ 

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ等運転の励行 ○ 朝礼などで申し合わせをして活動は浸透しているものと感じる。来

期も引き続き活動は継続していく。 

② 廃棄物排出量の削減 
単位：ton/売上百万円 

廃棄物総排出量（単位：t） 

通年 2013年実績 
０．０６０ 

１２．９９ 

０．０５５ ０．０３４ 

１１．５３ 

○ 
・使用済み封筒の再利用 
・ｺﾋﾟー 機使用後の設定のﾘｾｯﾄ化 
・ごみの分別の徹底 
・ごみの圧縮等を行い減量化 

◎ 
◎ 
◎ 
○ 

ごみの分別を促す表示をごみ箱へ貼る等、意識向上を図る効果が

出ていると感じる。活動についても浸透していると感じる。来期も引

き続き活動は継続していく。 

1）廃油削減 
単位：kg/売上百万円 

通年 2013年実績 
４．０８ ３．７１ ６．５５ × 

・工程管理による不良品発生の低減 ○ 廃油処理委託については、定期的処理の検討をしているものの現状では一括

処理なってしまう為、廃油については経過観察をしていく。今期は塗装ブース

のメンテナンスを含めた廃油処理が２回あり、目標値を達成することが出来な

かったが、来期も引き続き活動は継続していく。

2）金属くず削減 
単位：ton/売上百万円 

通年 2013年実績 
０．２３０ ０．２０９ ０．０６３ ○ 

・材料の効率的な発注による端材の削減 

・工程改善による不良品発生の低減 

◎ 関係部署との密な連携により事前のﾁｪｯｸ体制が浸透しており今後

も継続していく。来期も引き続き活動は継続していく。 

③ 排水量の削減 
単位：m3/人 

水使用量（単位：㎥） 

通年 2013年実績 
０．８４ 

１６６ 

０．７６ ０．８３ 

２３１ 

× 
・日常的な節水の励行 
・水道配管の定期点検 

○ 
○ 

節水の意識が高まっているものの目標値を達成出来なかった。これ
は受注内容の偏りによるものと考えられるため、来期も引き続き活
動は継続していく。 

④ 化学物質使用量の削減 
単位：kg/売上百万円 

通年 2013年実績 
（上限値） 

   ・使用塗料等の在庫管理 
・工程改善による塗料の飛散量低減 

○ 
○ 

適正な在庫管理を行うことが浸透しており、今後も継続していく。一

部目標値を達成出来なかったが、これは社内改善による影響や受

注内容の偏りによるものが原因と考えられる。また、品質向上を図

るための塗料用シンナーの影響もあるものと考えられる。来期も引

き続き活動は継続していく。 

※ユーザー指定の塗料を使用しており、塗料の変更は難しいため

上限値として設定し管理していく。 

1）エチルベンゼン ２．９２ ２．９２ ３．０５ × 
2）キシレン ３．６３ ３．６３ ３．８８ × 
3）ホルムアルデヒド ０．０１ ０．０１ ０．０３ × 
4）1,3,5-トリメチルベンゼン ０．０４ ０．０４ ０．０３ ○ 
5）トルエン ０．９９ ０．９９ ３．３６ × 
6)クメン ０．０１ ０．０１ ０．０１ ○ 
7)1,2,4-トリメチルベンゼン ０．１０ ０．１０ ０．０９ ○ 
8)ｎ-ヘキサン※（2017年度実績を上限値とする） ０．０４ ０．０４ ０．１８ × 

⑤ 事務用品資材のリサイクル及びグリーン
購入の推進 
単位：%（再生紙枚数/総枚数） 

通年 2010年実績    ・再生品の購入、検討 ○ 優先的に購入をする意識が高まっている。今後も継続していく。 

1）コピー用紙の再生紙への転換  ４．８ １７．０ １７．８ ○ 
⑥ 環境に配慮した製品の販売・提供 

単位：㎡ 
通年 2010年実績    ・環境に配慮した製品を提供する ◎ 採光装置、自然換気装置、無電力コンベアと全て目標値には及ばなかった。採光装置、自然換気装

置については前期より販売量が増加しているものの業界全体の停滞化や材料費高騰による建築工

事自体の延期・中止が販売数量に影響しているものと考えられる。現在の世情に鑑みて市場経済

の成熟度や人口の減少により業界全体としては継続的に増加を期待することは厳しいと感じるが、

３年間程続いているコロナも終息へ向かっていることにより業界の動向としてはコロナ前に戻りつ

つもある。今後も客先の動向を探りながら提案活動を進めていく。無電力コンベアもコロナ渦や材

料費高騰における企業の設備投資抑制が影響しているものと考えられる。今後も販売増に繋がる

よう継続して提案活動を推進していく。 

1）採光装置の販売量 ６２８．５０ ７２９．０６ ６８７．５６ × 
2）自然換気装置の販売量 ８９９．７９ １０４３．７６ ２７７．５０ × 
3）無電力コンベア（台） 2020年実績 １６０ ３９ × 

達成状況：◎よくできた  ○まあまあできた  △あまりできなかった  ×まったくできなかった 

※2013 年度の九州電力(株) 実排出係数 0.000613t- CO2／kWh を使用しています。 



９．環境関連法規等の遵守状況及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無 

法規・条例・規制 適用内容・規制基準値 評価項目 評価 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律 

運搬・処理業者との委託契約 契約書・許可書 ○ 

マニフェストの保管 

Ａ・Ｂ２・Ｄ・Ｅ票の管理 

○ 

５年間の保存 

マニフェスト年間集計と報告 報告期限６月末日 ○ 

消防法 

消防用設備等の点検・報告 

総合点検：１回／年 

機器点検：２回／年 

結果報告書 ○ 

ＰＲＴＲ法 集計と県への報告 
内部調査による 

１回／年 
○ 

グリーン購入法 環境物品の購入 事業者の一般的責務 ○ 

フロン排出抑制法 簡易点検・漏洩 
簡易点検表 

機器廃棄後３年間保管 
○ 

＜環境関連法規等の違反、訴訟等の有無＞ 

 環境関連法規等の違反や訴訟はありませんでした。なお、関係機関からの指摘及び利害関係者からの訴訟

や苦情もありませんでした。 



１０．代表者による全体の取組状況の評価及び見直しの結果 

（１）全体の取組み及び評価 

・環境への取り組みについては、スタッフ全員（日本人・ベトナム人）に保全活動が浸透しており自主的に節電・

節水を行っている場面が多く見られた。今後もスタッフ全員（日本人・ベトナム人）で環境保全活動を推進して行

きたい。 

・環境への取組結果については、 

① 未達成項目の排水量の削減は、定期注文を含めたステンレス製品の受注が増えたことが原因であると考

える。これは溶接個所の焼き落とし作業で洗浄する際に水を使用するため、水の使用量が増加したと考え

る。製品としての品質向上が事業を発展・安定させるには必須であると考えているため、このことについて

は容認せざるを得ないと考える。 

② 未達成項目の化学物質（エチルベンゼン、キシレン、ホルムアルデヒド、トルエン、ｎ－ヘキサン）は、前年

度と同様に製品の品質向上のために塗装作業における作業手順の見直しを行った際に下処理に使用す

る溶剤の使用量が増えたことと冬場の寒い時期に使用する塗装用溶剤が原因だと考える。また、業界的

にも年末及び年度末において受注量が増加する傾向にある為、その際の受注内容の偏りも原因の一つと

考えられる。製品としての品質向上が事業を発展・安定させるには必須であると考えているため、このこと

についてはある程度容認せざるを得ないと考える。 

③ 未達成項目の採光装置、自然換気装置については前期より販売量が増加しているものの業界全体の停

滞化や材料費高騰による建築工事自体の延期・中止が販売数量に影響しているものと考えられる。現在

の世情に鑑みて市場経済の成熟度や人口の減少により業界全体としては継続的に増加を期待することは

厳しいと感じるが、３年間程続いているコロナも終息へ向かっていることにより業界の動向としてはコロナ前

に戻りつつもある。今後も客先の動向を探りながら提案活動を進めていく。また、無電力コンベアもコロナ

渦や材料費高騰における企業の設備投資抑制が影響しているものと考えられる。今後も販売増に繋がる

よう継続して提案活動を推進していく。 

 （２）見直しの必要性  

   ①環境経営方針について  

現段階において変更する必要はない。 

   ②境経営目標について 

今後は２０１０年度、２０１３年度、２０１７年度、２０２０年度を基準に継続する。 

   ③環境経営計画及び環境経営システムについて 

     現状で考えられる限りの環境経営計画及び環境経営システムを策定しているため、現行の体制を継 

  続していく。なお、環境経営計画の具体的な実施手段については全体会議などを利用しアイデア等 

  あれば、募集・検討していく。 


